
   【今月の短歌】

　池田町から知らせがあり、長野県主催の「自主防災組織リーダー研修会」をオンラインで視聴しま
した。そのなかで伊那市から良い取組みが報告されましたので紹介します。伊那市は「防災おでかけ
講座」に取り組み、多くの方が講座に参加されているそうです。そのなかで地区防災計画書の作成も
指導し、約70％の地区で作成されているそうです。
　伊那市山室原地区の自主防災組織では、「災害時、自主防災組織としてできること・やれることを
形（地区防災計画書）として残そう」と話し合い、下記のような地区防災計画書を作成しています。
「災害時、避難の声かけをし、避難支援をする」などを申し合わせ、地区防災計画書を各家庭に配布
しているそうです。地域の実情に合った地区防災計画書を皆で話し合い創りあげていくことが重要だ
と話していました。池田町でも参考になる取り組みだと思いました。
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新春に赤黄の幟(の
ぼり)なびかせて街
を見守る如意輪菩薩

　<伊那市山室地区防災計画書>

　　　　　　　　≪池田町議会の町財政健全化への取り組みについて≫

１．行財政改革推進委員会の第一次答申を着実に実施すること。
２．職員の給料削減について議会と協議すること。
３．町長の「財政危機を脱した」発言の根拠を明らかにし、正しい情報の発信をすること。
４．会染保育園、会染西部ほ場整備非農地、会染小学校改築など多額の費用が予定されているが
　　借入金に頼ることなく目的基金の積立をすること。
５．行財政改革推進委員会の答申待ちでなく、行政自ら行財政改革を実施すること。
６．令和4年度予算案を速やかに議会へ示すこと。

1月13日、町財政健全化に向け議会として町長に下記の要望書を提出しました。

　≪県自主防災組織の研修会から≫


